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はじめに
ツヤクロマルカスミカメ Strongylocoris leucocephalus

は，旧北区と北アフリカに分布するカスミカメムシ科の
カメムシで，日本では北海道と本州の中部以北に分布
している（安永・高井・中谷，2001；安永・山田・石
川，2016）．本種の寄主植物は，ロシアではキキョウ科
のホタルブクロ類 Campanula spp. とされているが（安永・
高井・中谷，2001），日本の中部地方（菅平高原）では，
ヤマホタルブクロ Campanula punctata var. hondoensis を
寄主植物として利用しておらず，同所的に生育している
ツリガネニンジン Adenophora triphylla var. japonica だけ
を利用している（Takagi，2014）．

筆者は近畿地方の 3 地点においてツヤクロマルカス
ミカメを確認したが，本種の近畿地方における分布記録
および寄主植物の記録は無いと思われるので報告する．

ツヤクロマルカスミカメの近畿地方における記録と
生息環境

ツヤクロマルカスミカメが確認されたのは，以下の
3 地点である．

地点①：大阪府枚方市尊延寺（標高約 130m）．

採集データ：1ex.,5 VI 2017．

地点②：兵庫県豊岡市日高町栗栖野［神鍋高原］（標高約 350m）．

採集データ：2exs.,4 VI 2016；4exs.,28 V 2017；8exs.,12 VI 

2017．

地点③：兵庫県養父市大久保［鉢伏高原］（標高約 870m）．

採集データ：4exs.,16 VII 2017；3exs.,3 VI 2018． 

いずれも筆者採集・伊丹市昆虫館保管（予定）

生息環境は，3 地点ともツリガネニンジンが生育し
ている陽当たりのよい乾性草地である．

地点①の生息地は，耕作地の畦畔の斜面に成立する
草本群落である．この群落は，ヨモギ・ゼンマイ・ワレ
モコウ・スギナが優占し，他にススキ・コウゾリナ・セ
イタカアワダチソウ・ノアザミ・ナワシロイチゴ・カン
サイタンポポなどが生育している（図 1a）．

地点②の生息地は，遊歩道脇の斜面に成立する草本
群落である．この群落は，ススキ・ヤマハッカが優占し，
他にワラビ・ヨモギ・コウゾリナ・ナワシロイチゴ・ヒ
メジョオン・クズ・オカトラノオ・ミツバツチグリなど
が生育している（図 1b）．

地点③の生息地は，スキー場のゲレンデ脇の荒れ地
状の草本群落である．この群落は，ススキ・オオブタク
サ・コヌカグサ・ヨモギ・イタドリ等の草本がパッチ状
に生育し，それ以外の場所は，ウツボグサ・ヘラオオバ
コ・シロツメクサ・ハルガヤなど丈の低い草本が生育し
ている箇所と，植生の無い裸地になっている箇所がある

（図 1c）．

きべりはむし， 43 (1): 6-8

ツヤクロマルカスミカメの近畿地方における記録と寄主植物

植田 義輔 1)

図 1　ツヤクロマルカスミカメの生息環境．a，地点①（尊延寺）2016 年 5 月 23 日；b，地点②（神鍋高原）2016 年 6 月 4 日；c，地点③（鉢伏高原）
2017 年 7 月 16 日．
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ツヤクロマルカスミカメの近畿地方における寄主植物
地点①・②においては，成虫の他に幼虫も確認された．

この 2 地点では，若齢から終齢の幼虫が，ツリガネニ
ンジンから吸汁していることが観察された（図 2a，b）．
したがって，近畿地方においても，ツリガネニンジンが
本種の寄主植物になっていることが確認された．幼虫の
寄生部位は，ツリガネニンジンの茎頂部付近の柔らかい
葉であった．

成虫についても，吸汁が確認された植物は，地点①・
②・③のいずれの地点においても，ツリガネニンジンで
あった．成虫の寄生部位は，茎頂部付近の葉だけでなく，
それよりも茎の下方にある，生長してやや硬くなった葉
からも吸汁することが観察された（図 3）．

カスミカメムシ科のカメムシは植食性の種であって
も，動物性の餌を吸汁しないと幼虫は生育できないこと
が多い（安永・高井・中谷，2001）．しかし，本種の幼
虫については，筆者が観察した限りでは，他の昆虫類な
ど動物質の餌を吸汁している様子は確認できなかった．
そのため，本種は専らツリガネニンジンから吸汁して発
育している可能性があると考えられる．

ツリガネニンジンに生じた吸汁痕の形状
ツヤクロマルカスミカメの吸汁によってツリガネニ

ンジンに生じた吸汁痕を図 4 に示した．茎頂部付近の
葉が吸汁を受けると，葉に縮れが生じ，茎の先端部が枯
死する例が多数観察された．一方，生長した葉が吸汁を
受けると，葉全体が縮れることは少ないが，葉の表面に
多数の微小な白斑が生じることが観察された．
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図2　ツリガネニンジンを吸汁する幼虫（神鍋高原）. a，若齢幼虫を含む集団（2019 年 4 月 23 日）；b，終齢幼虫を含む集団（2017 年 5 月 17 日）．

図3　ツリガネニンジンの葉を吸汁する成虫（神鍋高原）2016 年 6 月 4 日． 図4　ツリガネニンジンに生じた吸汁痕（神鍋高原）2016 年 6 月 4 日．
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